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国

際

海

事

機

関

（

Ｉ

Ｍ

Ｏ

）

で

は

、

国

際

海

運

の

温

室

効

果

ガ

ス

（

Ｇ

Ｈ

Ｇ

）

排

出

量

を

２

０

５

０

年

頃

ま

で

に

ネ

ッ

ト

ゼ

ロ

と

す

る

た

め

の

規

制

枠

組

み

と

し

て

「

ネ

ッ

ト

ゼ

ロ

・

フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

（

Ｎ

Ｚ

Ｆ

）

」

を

検

討

し

て

い

る

。

�

年

４

月

の

海

洋

環

境

保

護

委

員

会

（

Ｍ

Ｅ

Ｐ

Ｃ

）

会

合

で

は

、

Ｎ

Ｚ

Ｆ

を

規

定

し

た

海

洋

汚

染

防

止

条

約

改

正

案

が

承

認

さ

れ

、

同

年

�

月

に

同

案

採

択

の

た

め

の

臨

時

会

合

が

開

か

れ

た

が

、

賛

否

が

割

れ

て

審

議

は

１

年

中

断

と

な

っ

た

。

今

年

４

月

の

Ｍ

Ｅ

Ｐ

Ｃ

会

合

で

は

、

同

案

に

対

す

る

各

国

の

懸

念

解

消

に

向

け

た

審

議

を

進

め

る

た

め

、

９

月

と

�

月

に

作

業

部

会

会

合

を

開

き

、

�

月

最

初

の

週

に

予

定

さ

れ

る

次

回

Ｍ

Ｅ

Ｐ

Ｃ

会

合

で

の

合

意

を

前

提

に

、

同

週

金

曜

日

に

臨

時

会

合

を

再

開

す

る

会

議

日

程

が

合

意

さ

れ

た

。

つ

ま

り

、

年

内

に

条

約

改

正

案

を

採

択

し

、

�

年

に

規

制

を

開

始

す

る

可

能

性

が

残

さ

れ

た

。

　

採

択

審

議

の

再

開

を

見

据

え

、

複

数

の

条

約

改

正

案

が

提

案

さ

れ

て

い

る

。

英

国

・

カ

ナ

ダ

・

豪

州

な

ど

は

昨

年

�

月

に

審

議

さ

れ

た

原

案

の

ま

ま

、

船

舶

の

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

規

制

値

を

設

定

し

、

超

過

す

る

場

合

は

規

制

値

を

下

回

る

船

舶

の

余

剰

ユ

ニ

ッ

ト

ま

た

は

Ｉ

Ｍ

Ｏ

基

金

へ

の

拠

出

に

よ

る

相

殺

を

認

め

、

基

金

は

脱

炭

素

燃

料

・

技

術

へ

の

還

付

金

と

途

上

国

支

援

に

活

用

す

る

制

度

を

提

案

。

ブ

ラ

ジ

ル

は

、

当

初

２

年

間

は

拠

出

金

収

入

が

多

く

発

生

し

な

い

よ

う

規

制

値

を

緩

和

し

、

収

入

は

Ｉ

Ｍ

Ｏ

基

金

で

は

な

く

他

の

国

際

機

関

に

運

用

を

委

託

す

る

制

度

、

日

本

は

Ｉ

Ｍ

Ｏ

の

目

標

と

整

合

す

る

範

囲

で

規

制

値

を

緩

和

し

、

基

金

で

は

な

く

Ｉ

Ｍ

Ｏ

が

承

認

し

た

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

へ

の

拠

出

に

よ

る

相

殺

を

認

め

る

制

度

を

妥

協

案

と

し

て

提

案

し

て

い

る

。

　

こ

れ

に

対

し

て

、

リ

ベ

リ

ア

は

Ｌ

Ｎ

Ｇ

な

ど

現

実

的

に

利

用

可

能

な

代

替

燃

料

へ

の

転

換

を

促

す

レ

ベ

ル

に

規

制

値

を

大

幅

に

緩

和

し

、

拠

出

に

よ

る

相

殺

は

認

め

な

い

一

方

で

、

船

舶

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

効

率

改

善

に

よ

る

ユ

ニ

ッ

ト

獲

得

も

認

め

る

制

度

を

提

案

。

ツ

バ

ル

は

、

原

案

の

大

幅

な

変

更

が

審

議

さ

れ

る

場

合

の

代

案

と

し

て

、

ユ

ニ

ッ

ト

取

引

は

認

め

ず

に

、

全

排

出

量

に

対

し

て

拠

出

金

の

支

払

い

を

義

務

付

け

る

制

度

を

提

案

し

て

い

る

。

　

昨

年

�

月

の

審

議

で

は

、

原

案

が

Ｌ

Ｎ

Ｇ

な

ど

低

炭

素

燃

料

に

と

っ

て

過

度

に

厳

し

く

、

Ｉ

Ｍ

Ｏ

基

金

へ

の

拠

出

が

国

際

炭

素

税

と

見

な

さ

れ

る

点

が

懸

念

点

と

し

て

挙

げ

ら

れ

た

。

つ

ま

り

、

規

制

値

と

超

過

時

の

相

殺

方

法

が

論

点

で

あ

り

、

提

案

さ

れ

て

い

る

条

約

改

正

案

で

も

、

こ

れ

ら

の

論

点

が

依

然

残

る

。

　

規

制

値

は

、

燃

料

転

換

の

道

筋

を

ど

う

描

く

か

と

い

う

問

題

で

あ

り

、

Ｉ

Ｍ

Ｏ

の

目

標

と

整

合

す

る

形

で

Ｌ

Ｎ

Ｇ

や

バ

イ

オ

燃

料

な

ど

実

用

的

な

代

替

燃

料

を

活

用

す

る

絵

姿

を

共

有

で

き

る

か

が

課

題

だ

。

そ

れ

に

は

、

代

替

燃

料

の

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

や

環

境

価

値

の

認

証

方

法

な

ど

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

に

関

わ

る

検

討

の

進

展

が

不

可

欠

だ

。

　

相

殺

方

法

は

、

昨

年

始

ま

っ

た

「

Ｆ

ｕ

ｅ

ｌ

Ｅ

Ｕ

マ

リ

タ

イ

ム

」

で

船

舶

間

の

融

通

（

プ

ー

リ

ン

グ

）

が

問

題

な

く

進

ん

で

い

る

こ

と

を

踏

ま

え

れ

ば

、

原

案

の

ユ

ニ

ッ

ト

取

引

は

有

効

と

い

え

る

。

問

題

は

、

そ

れ

以

外

の

方

法

と

し

て

何

を

認

め

る

か

だ

。

こ

の

点

、

日

本

案

を

含

む

複

数

の

代

案

が

あ

る

も

の

の

、

議

論

の

先

行

き

を

見

通

す

の

は

難

し

い

。

最

終

合

意

が

得

ら

れ

る

か

ど

う

か

は

、

原

案

の

支

持

国

と

懸

念

を

持

つ

国

々

が

お

互

い

に

歩

み

寄

れ

る

か

ど

う

か

に

か

か

っ

て

い

る

。


